
＜第３０４回平日例会＞ 

🌹🌹🌹🌹 🌹🌹🌹🌹 
日  時：２０２３年４月１９日（水）   天候：晴れのち曇り   １１０００歩    約８km 

集  合：JR 横浜線中山駅２階改札口  １０時 

コース：中山駅→四季の森公園→ガーデンネックレス横浜（里山ガーデン）→ズーラシアバス停（解散） 

参加者：内海（L） 鈴木宏（SL） 戸崎（SL） 

     佐藤伊 平嶋 小野里 伊藤美 小島 丹後 平林 桑原 松野 及川 望月 篠 宿澤 川合 内田 玉利 入江 

     前田 亀田 飯倉 志村 田村/一般：大幡    計２６名 

 桜も散り、新緑が目に沁みる季節になってきました。例年に比べ今年は気温が高めに推移していますが、すでに真夏日を

観測した地点もあって、この夏の暑さが今から思いやられます。集合場所の中山駅はかつては横浜線だけでしたが、東横線

日吉駅とを結ぶ２００８年３月３０日開通の「グリーンライン」により、東京方面へのアクセスが良くなったことで、通勤・通学には

便利な駅となりました。定刻の１０時には全員が揃い、まずは四季の森公園に向かいます。駅前から住宅街に入ると、緑溢れ

る木々や花が道沿いにあり、所々で立ち止まってはリーダーの内海さんから花々についての詳しい説明がありましたが、この

日はタイトル通り「花の観察会」なので、花が好きな方々が参加していることもあって、皆さん熱心に話を聞いていました。 

四季の森公園に入ると鯉のぼりがお出迎え。ここは来月には菖蒲園も見頃を迎えるようですが、秋も紅葉が見事で文字通

り四季を通じて楽しめる公園。展望広場で昼食後は里山ガーデンを目指します。東入り口から園内に入ると、ここにも鯉のぼ

りが泳いでいました。里山ガーデンの今年のテーマは“爽快の丘”で、白色を基調にした春の花々が咲き誇っていましたが、 

ここはやはり色とりどりのカラフルな花壇の方が映えるようで・・・天候に恵まれ花に囲まれての春の一日でした。 

＜フォトレポート 小島＞ 

 

里山ガーデンで全員集合。今年の基本は「白色」、品は有るものの何となく地味な花壇がバックで残念！ 



  
中山駅を出て住宅街に入ると四季の森公園は近い。    道沿いにある花をリーダーが丁寧に説明してくれた。 

   

    朝から気温が高いが公園に入ると涼しい。    北口にはアーチ状のオブジェ（？）も。 

  

  リーダーの内海さんから本日のコース説明。    公園ごとのパンフレットで分かりやすい。 

   

   周りはどこを見ても新緑が眩しいほど。     木の名は忘れたが青空に緑が溶け込む。 



 

出発前に鯉のぼりをバックに全員集合。でも、何で万歳をしているのかリーダーに聞くのを忘れた！ 

    

風が弱く鯉のぼりも元気がない！      さあここからは花の観察会の開始。 

    

    これはコスモス。（これくらいは分かる！）      地面を見ているが・・・小銭でも落とした？ 



  

 緑が鮮やかだったので撮ったが・・・君の名は？    コントラストが面白いこの茶色の植物は何？ 

    

     所々で足を止めては花を観察する。       近づけないが雪が積もったような花がある。 

  

      カメラを向けていますが何の花？      ここからはランチ場所の展望広場を目指す。 

   

   展望台で食べるグループもあったが、広場は広いので三々五々好きな場所を選んでのランチタイム。 



  

 食後はハードなアップダウンが待っていた！      ここからの上り階段は２７５段？ 厳しい～～ 

   
里山ガーデン東入り口に到着。    ここでも鯉のぼりがお出迎え。   緋鯉に真鯉に・・・シニア鯉？ 

 

   鯉のぼりに包まれて思わず子供の頃に返ったような面々。あの頃は良かったな～・・・もう遅い！ 



   

      ＜里山ガーデンの花たち。散策路からしか撮れないのでこれ以上花に近づけなかった＞ 

   

 

     

 

   

    マスコットキャラクターのガーデンベア。     出口では花飾りの象がお見送り！ 

 

＜今日の一言＞ 

 この世の中、花を見て怒る人はいないでしょうが、綺麗に咲く花々を見ていると心が癒されるものです。この日は各所でリー

ダーから説明があり、その都度上を見上げたり足元を見たりと、皆さん熱心に耳を傾けていました。何気なく通り過ぎる路傍に

咲く小さな花にもそれぞれ名前があるわけで、改めて花を身近に感じることが出来ました。 

END 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 


